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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第66期
第３四半期
連結累計期間

第67期
第３四半期
連結累計期間

第66期

会計期間
自  平成23年４月１日

至  平成23年12月31日

自  平成24年４月１日

至  平成24年12月31日

自  平成23年４月１日

至  平成24年３月31日

売上高 （千円） 11,713,245 12,719,062 20,330,456

経常利益 （千円） 333,376 538,090 1,169,447

四半期（当期）純利益 （千円） 1,169,579 360,061 1,711,275

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,089,060 465,939 1,819,330

純資産額 （千円） 14,134,905 15,154,991 14,833,256

総資産額 （千円） 31,820,058 33,318,537 33,663,652

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 65.60 20.20 95.99

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 34.0 35.3 34.1

　

回次
第66期
第３四半期
連結会計期間

第67期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日

至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日

至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 35.58 8.00

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1)  業績の状況

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、欧州債務問題の長期化や米国経済の景気後退に加えて、中国など

の新興国経済の減速など世界経済の先行きはますます不透明感を増してきました。

一方、わが国経済は、東日本大震災の復興需要を背景に緩やかな回復の兆しや政権交代による景気回復の期待感か

ら円安・株高傾向が見られるものの、近隣諸国との関係悪化の影響を受けた輸出の不振に加え、原子力災害をはじめ

として長期化する電力供給問題や厳しい雇用情勢を背景とした個人消費の低迷など、企業を取り巻く環境は一層不透

明感が強まり、引き続き予断を許さない厳しい経営環境で推移しました。

このような状況のもと、当社グループは受注の獲得と拡大に取り組んでまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は127億19百万円（前年同期比8.6％増）となりました。営業

利益は２億63百万円（前年同期比324.9％増）、経常利益は５億38百万円（前年同期比61.4％増）、四半期純利益は３

億60百万円（前年同期比69.2％減）となりました。

　

セグメントの業績につきましては、鉄道信号関連事業については、ＡＴＣ・運行管理システム等のシステム製品及

び閉塞装置・リレー等のフィールド製品は減少しましたが、電子連動装置等のシステム製品及び軌道回路・踏切障害

物検知装置・ＡＴＳ地上子などのフィールド製品が増加し、売上高は114億55百万円（前年同期比11.4％増）、セグメ

ント利益は10億１百万円となりました。

産業用機器関連事業については、エネルギー監視システム・塗装等は増加しましたが、非接触ＩＤシステム・可塑

成形等が減少し、売上高は10億93百万円（前年同期比17.3％減）、セグメント損失は25百万円となりました。

不動産関連事業については、売上高は１億69百万円（前年同期比54.3％増）、セグメント利益は78百万円となりま

した。

　

(2)  財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ３億45百万円減少し、333億18百万円とな

りました。これは、たな卸資産が27億38百円、有形固定資産が20億58百万円それぞれ増加しましたが、受取手形及び売

掛金が43億99百万円減少したことなどによるものです。

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ６億66百万円減少し、181億63百万円となり

ました。これは、長期借入金が14億87百万円増加しましたが、支払手形及び買掛金が７億90百万円、未払法人税等が４
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億13百万円、短期借入金が３億73百万円、それぞれ減少したことなどによるものです。

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ３億21百万円増加し、151億54百万円とな

りました。これは、利益剰余金が２億35百万円増加したことなどによるものです。

　

(3)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

　

(4)  研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は５億31百万円であります。

　

(5)　主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、当社は不動産関連事業用資産22億20百万円を取得いたしました。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数　(株)

普通株式 30,000,000

合計 30,000,000

　

②　【発行済株式】

　

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数 (株)

(平成24年12月31日)

提出日現在

発行数 (株)

(平成25年２月13日)

上場金融商品取引所名

又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 18,018,000 18,018,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数　1,000株

合計 18,018,000 18,018,000－ －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成24年12月31日 － 18,018,000 － 1,500,039 － 1,233,716

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日である平成24年９月30日の株主名簿により記載しております。

　

①　【発行済株式】

平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ 単元株式数 1,000株
普通株式 192,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 17,535,000 17,535同上

単元未満株式 普通株式 291,000 － １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 　 18,018,000 － －

総株主の議決権 － 17,535 －

　(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式989株が含まれております。

　

②　【自己株式等】

平成24年９月30日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

大同信号株式会社
東京都港区新橋六丁目

17－19
192,000 － 192,000 1.1

合計 　 192,000 － 192,000 1.1

　

　
２ 【役員の状況】

役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

常務取締役　上席執行役員

（営業本部長兼大同テクノサービス
株式会社代表取締役社長）

常務取締役　上席執行役員

（営業本部長）
菱沼　博昭 平成24年12月１日
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、清和監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,167,856 3,048,797

受取手形及び売掛金 ※
 9,418,831

※
 5,018,884

商品及び製品 2,855,220 3,016,247

仕掛品 3,485,307 5,931,248

原材料及び貯蔵品 1,887,455 2,019,096

その他 2,304,776 627,892

貸倒引当金 △15,261 △12,987

流動資産合計 22,104,185 19,649,177

固定資産

有形固定資産

土地 5,146,324 6,466,245

その他（純額） 2,384,945 3,123,627

有形固定資産合計 7,531,269 9,589,873

無形固定資産 188,493 169,470

投資その他の資産 3,839,703 3,910,016

固定資産合計 11,559,467 13,669,360

資産合計 33,663,652 33,318,537

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 4,873,561

※
 4,083,206

短期借入金 4,141,900 3,768,900

未払法人税等 420,880 6,906

賞与引当金 674,684 315,928

役員賞与引当金 28,143 24,211

製品補修引当金 297,789 274,169

受注損失引当金 26,973 17,973

損害賠償損失引当金 61,800 －

その他 1,181,996 1,240,812

流動負債合計 11,707,727 9,732,107

固定負債

社債 375,000 312,500

長期借入金 487,700 1,975,250

退職給付引当金 2,153,003 2,174,997

役員退職慰労引当金 142,329 109,843

製品補修引当金 230,000 230,000

特別修繕引当金 60,000 71,250

その他 3,674,636 3,557,599

固定負債合計 7,122,669 8,431,439

負債合計 18,830,396 18,163,546
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,500,039 1,500,039

資本剰余金 1,233,716 1,233,716

利益剰余金 8,396,672 8,631,943

自己株式 △52,810 △53,624

株主資本合計 11,077,618 11,312,075

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 397,240 460,309

その他の包括利益累計額合計 397,240 460,309

少数株主持分 3,358,396 3,382,606

純資産合計 14,833,256 15,154,991

負債純資産合計 33,663,652 33,318,537
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

売上高 11,713,245 12,719,062

売上原価 8,867,341 9,309,988

売上総利益 2,845,903 3,409,073

販売費及び一般管理費 2,783,971 3,145,940

営業利益 61,931 263,132

営業外収益

受取配当金 51,319 64,003

持分法による投資利益 97,404 －

負ののれん償却額 139,841 209,761

雑収入 46,417 57,815

営業外収益合計 334,982 331,581

営業外費用

支払利息 44,960 48,247

雑損失 18,577 8,375

営業外費用合計 63,538 56,623

経常利益 333,376 538,090

特別利益

固定資産売却益 1,111,281 28

投資有価証券売却益 1,724 155

負ののれん発生益 211,268 －

特別利益合計 1,324,273 183

特別損失

固定資産除却損 1,627 264

事務所移転費用 46,791 －

特別損失合計 48,418 264

税金等調整前四半期純利益 1,609,231 538,009

法人税、住民税及び事業税 596 42,553

法人税等調整額 411,951 104,992

法人税等合計 412,547 147,545

少数株主損益調整前四半期純利益 1,196,683 390,464

少数株主利益 27,103 30,402

四半期純利益 1,169,579 360,061
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,196,683 390,464

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △107,622 75,475

その他の包括利益合計 △107,622 75,475

四半期包括利益 1,089,060 465,939

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,073,551 423,129

少数株主に係る四半期包括利益 15,509 42,809
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【会計方針の変更等】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した

有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

なお、この変更に伴う損益に与える影響額は軽微であります。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、四半

期連結会計期間末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

受取手形 54,623千円 11,404千円

支払手形 267,597千円 259,898千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）及び負ののれん償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年12月31日)

減価償却費 307,979千円 363,904千円

負ののれん償却額 139,841千円 209,761千円

　

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 124,807 ７ 平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 124,790 ７ 平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２

鉄道信号
関連事業

産業用機器
関連事業

不動産
関連事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 10,281,3301,322,016109,89811,713,245－ 11,713,245

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

35,653 393,631 － 429,284△429,284 －

計 10,316,9841,715,647109,89812,142,529△429,28411,713,245

セグメント利益 743,682 92,428 49,214 885,325△823,393 61,931

(注) １　セグメント利益の調整額△823,393千円には、セグメント間取引消去△35,332千円及び各報告セグメントに配

分していない全社費用△788,060千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２

鉄道信号
関連事業

産業用機器
関連事業

不動産
関連事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 11,455,9531,093,488169,62012,719,062－ 12,719,062

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

36,666379,238 485 416,391△416,391 －

計 11,492,6201,472,727170,10613,135,453△416,39112,719,062

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

1,001,080△25,459 78,1051,053,725△790,593 263,132

(注) １　セグメント利益の調整額△790,593千円には、セグメント間取引消去△11,730千円及び各報告セグメントに配

分していない全社費用△778,862千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３　当第３四半期連結会計期間において、不動産関連事業用資産を2,220,467千円取得したことにより、不動産関連

事業における資産の金額が増加しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間

(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 65.60円 20.20円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 1,169,579 360,061

普通株主に帰属しない金額 － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 1,169,579 360,061

普通株式の期中平均株式数(株) 17,828,695 17,825,738

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。

　
　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年２月８日

大同信号株式会社

取締役会  御中

　

清　和　監　査　法　人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    川　田　増　三  　    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    戸　谷　英　之  　    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大同信号株式会社

の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成24年10月１日から平成24

年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大同信号株式会社及び連結子会社の平成24年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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